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有限円柱形状遮蔽体に対する

中性子計算コード PALLAS

竹内 清 ＊

User's Manual for PALLAS Code 

By 

Kiyoshi Takeuchi 

The computer code, PALLAS-2D-CY, has been written in FORTRAN IV language for an 

IBM 360 model 75 computer to solve the steady-state neutron integral transport equation by the 

numerical integration method, which has been presented by the same auther. This code calcu-

lates the directional flux-density and the scaler flux-density of neutrons as a function of energy 

in two dimensional multilayered cylindrical geometry. 

The limitations on some of the inputs are as follows; 

Number of energy groups~ 50 

Number of material regions~ 16 

Number of spatial meshes~ 1200 

Number of angular meshes = 24 

The execution time is about 20 minutes in the case of a problem having 10 energy groups, 4 

material regions, 987 spatial meshes, and 24 angular meshes, without inelastic scattering data. 

1. まえがき

P ALLAS-2D-CY計鍔コードは IBM360モデル

75計符機に対して FORTRANIVで杏かれており，

打限円柱形状遮蔽体に対する速中性子透過，jl仇月］に作

られたコードである。本コードは私分刑11:i'『I:［輸送方

程式の数値解法1) にもとづいている。布噂艮円柱形状空

間の中心を厭点とし，中性子が軸に対して対称に分布

すると仮定することにより，空間附椋 (r,z, 0,）か

ら0変数を取り除くことができる。さらに原点で Z軸

に垂直な面を杓え，再び巾性子がこの面に対して対称

に分布すると仮定することにより，実際の註算は Z-

座椋上 z20についてだけ，汁仰すればよいことになる

から計算時間をリ2 に短縮することができる。中性子

の線源は一般には (r,z)空間の任意の位附に対して

入力することが可能であるが，通＇常はり孔点を巾心とし

た円柱形状体積線諒である。境界条件としては円柱の
→ ヽ ←← 

＊ 原j’•力船部

厭稿受付昭和45年 4月30日

外側燒界面でこの面を透過して外から内へ入る中性子

はないと考えて，外側培界而で円柱形状の内側へ(r1Jう

中性子の角度東密度は零と [l動的に附かれ，特別に入

カデーターとして与える必要はない。中性子の核との

相互作用として散乱現象を杓応するが， これは弾性散

乱と非弾性散乱を取り扱い，弾性散乱は非等方散乱扱

いで散乱角度分布閲数を｝レジャンド）レ展l}i:）した時のル

ジャンドル係数を各エネルギメッシュに対して入力す

る。一方非弾性散乱は実験室系で等方散乱と仮定して

いるのでエネルギの落ちに対する確率を入力すればよ

い。

木コードは計算結呆として多重悩円柱形状媒質内の

任怠の位置および遮蔽体背而の任意の位岡における中

性子角度束密度 </J(r,z, Q(w,<p）， E) および中性子角

度束密度を角度について積分した中性子束密度の。(r,

z,E)をエネルギの閲数として与える。なお計算時間

はエネルギ 10グループ， 4領域， 987空間メッシュ，

24角度メッシュの問題で非弾性散乱データ無しの場

合 IBM360-75計算機で約 20分である。
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2. 計算式

図ー 1を参照して空間 rで直け）j門が 9 でエネ）レ

ギが E の1¥1『l.-『釘度東位渡収r,Q,E)は次の忙分方

冗式で芥き』ミわすことがで彦る。

゜図ー 1

li 
(h(r,9,E)＝(P（r',E)exp[―・f。L1(r-R'Q,E)dR1]

R 
+ f: dR'•S(r-R'Q, Q, E) 
・'0 

xexp[『幻r-R"Q,E)dR"] 

+J。RdR'・｛叫吋:dE'

恥 (r-R'Q;E’→E,Q’→Q) 

遭 (r-R'Q,Q', E')} 

Ii’ 
xexpr -J。1:i(r-R"D,E)dR’'］…(1) 

上式の右辺の第 1項は r'における巾性子が rに向

って直進し，途I/1で媒買の核と衝突しないで rに到許

する巾袢子を人わし，第 2項は区間 R=/r-r'Iで111

性子が純線源から生まれ，その1/1ヽ性了・が rに向って直

巡する間に核と衝突しないで rに到許することを表わ

し，第 2項は区間 R=/r-r'Iでエネルギの高い中性

子が核と衝突し散乱されて，今注日しているエネルギ

および進行方向を持ち，この巾性子が rに向って直進

する間に核と衝哭しないで rに到胃することを表わ

す。 (1)式で記号己(r,E)は巨視的仝断面砧を表わ

し， Lsi(r; E'→E,91→9)は i番目の核の巨祝的散

乱角度分布を表わし， S(r,Q, E)は純線源を表わす。

中性子の核との相互作用は散乱現象を苔え，弾性散

乱は非＾、『方散乱扱いとし，］『弾性散乱は実験宅系でI窪

方散乱を仮定している。 (1)式を放イ直解法で解くために

Lt(r-R'!J,E)が区間 (r',r)で一定偵ふ(r',E)を

拉つとし，純線源 S(r-R匁， !J,E) および散乱払分

(236) 

炉dE心 (r-R19;E’→E, 9’→D) 

x収(r-R'Q,[2', E') 

がともに区間 (r',r)で綜叩なI刈数で凪似できると

する。すなわち (r',r)を上述の 2つの仮由が］戊立す

るように決めれば(1)式は数餡砧分できる。数値砧分し

厄を整えた最終式を以下に示す。

収r,D, E)=(/)(r', fJ, E)exp[-L1(r', E)R] 

xK紅， r',R, E) 

+{G'(r,fJ,E)｛訊r',E)R 

+exp[-Lt(r', E)RJ-1} 

+G'(r', !J, E) {1-[1+L1(r', E)RJ 

xexp[-Lt(r', E)RJ)} 

x K1(r, r', R, E) ・ ・ ・(2) 

(2)式は一役座椋形状に対して求めた式である。この

式を有阪円柱 (r,z)咆椋でげき表わすことは容易であ

り図ー 2を参照して以下の式で，りき換えればよい。

z 

! r---------
1 e、'

'へ‘------,, 

＇ 
---＿--f-々
＇ 

閂ー 2 円柱咆椋における Rの表示

I I I 

R=----
rcos cp-r cos rp・ z-z 

1 

(1-（v2)2 w 

恢r,Q,E)三 (/J(rm,Zn, （J)p, t()lJ</,Ej) 

恢r',Q, E)三 (/J(r',z', o!p, rp', Ej) 

G'(r,Q,E)三 G'(rm,Zn,(J)p,り q,E1)

G'(r', Q, E) = G'(r', z', wp, <p', Ej) 

ip'=sin-1（予sin炉1)（])

~ r 

.. (3) 

(4) 

(5) 

... (6) 

・・・(7)

・・(8) 

数式の詳細については他の畠文！）を参照されたい。



3. PALLAS-2 D-CYコード

3. 1 PALLAS-2 D-CYコードの大きさ

木コードは IBM360モデル 75;il邸機に対して作

られている。木コードの大きさは次のようである。

エネルギ・メッシュ数 ~50 

物質飢域数 盃16(4 X 4) 

空間メッシュ数 ~1, 200 

(50X24あるいは 24X50) 

角度メッシュ数 ＝24 

以上の制限は叶罪機システムのコアの容鼠によって

決まる。本コードは以上の制限のもとにコア約 372K 

バイト， ドラム約 2,350K バイト， 磁気デイスク約

3,470 Kバイトを使川する。なお物質領域の定め方は

図ー 3のようであり，空間メッシュは r方向 50メッ

r 

、鳥

(1,4) (2,+) t 3,＋) U•, +) 

(. 1,3) (2,3) (3, 3) l4. 3) 

(I, 2) (2. 2) (3，ユ） l4, 2) 

(I, I) (2、I) (3, I) (4.1) 
會~

ク

゜
コ一

図ー 3 物質領域の定め方

叫t（鉛r,'fri,)

①r:::. C.0S Or 

図ー4 角度方向メッシュの定め方
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シュ XZ方向 24メッシュか，あるいは r方向 24メッ

シュ XZ方向 50メッシュかの 2通りのとり方ができ

る。角度メッシュ 24個の定め方は図ー 4を参照して

次のようである。

(J)p 重価

0.93247 0.17132 

0.66121 0.36072 

0.23862 0.46791 

-o. 23862 0.46791 

-0. 66121 0.36072 

-0. 93247 o. 17132 

<ppq（ラジアン） 屯価

cpu =O. 7854 rr/2 

<p12=2. 3562 冗／2

'P21 = o. 3927 rr/4 

<p22=1.1781 rr/4 

四3=1.9635 7r / 4 

<p24=2. 7489 冗／4

<p31 = o. 2618 冗／6

<pa2=0. 7854 '11: /6 

¢33=1.3090 'TC／6 

cp 34 = 1. 8326 rr/6 

<pas=2. 3562 冗／6

<p35=2. 8798 1r/6 

したがって ilpqに対する重価は次のように定まる。

ilpq 重価

g11, 912 0.26912 

[)21, [)22, [)23, [)24 0.28334 

931, 932, ・ •, 936 0.24500 

941, 942,．．， 946 0.24500 

D51, [)52,.. ・, [)54 0.28334 

Q61, f.伍 0.26912

3.2インプットデータの作り方

3.2. 1ノゞラメータインプット

(1) 問題名称 8文字以内

(2) Emax E 10.3 

問題の中性子の最大エネルギ (MeV)

(3) H E 10.3 

レサジ幅

r (4) f ~50 /3 

エネルギメッシュ数 t:':.50 

(5) I(i) i=l,2,・..,4 413 

物質領域数 iは Z 方向領域の i番目を意味

する。したがって /(3)=3は Z方向第 3領

域に r方向 (3,1), (3,2), (3,3)の3個の

(237) 
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領域があることを忍味する。

(G) MER(n) n=l, 2, ・・・, 4 413 

r方向の各紅'il戌に対するメッシュ蚊

(7) RR(n) n=l, 2, ・・・, 4 4 E 10. 3 

r方1介］の各領l』りのII屈(cm)

(8).~ifEz(n) n=l,2,--・,4 4l3 

z方向の各頒以に対するメッシュ数

(9) zz(n) n=l, 2, --・, 4 4 E 10. 3 

z方向の各領械のlj闊 (cm)

(10) L1(i,j,k) 8 E 10. 3 

(i,j)は物買領械の帯号に相胄し， Kは K蓄

日のエネルギメッシュを，以味する。ユ(1,2, 

3)は3苫日のエネルギメッシュに対する領

只(1,2)の1丁祝内仝断而い（cm-1)。各エネ

｝レギメッシュに対し 2枚データカードが必疫

となる。

(11) 紛源 8 E 10. 3 

罰源は笠方角度分布を仮足した休忙緑源で

S(r, z, E)のJ旦である。 S(r,z, E)は3変数の

机の］［クで入力する。すなわち

S(r, z, E)=S(r)S(z)S(E) 

4 

S(r) r=l, 2, ・・・， I; MER(n) 
?i = 1 

S(z) z=l, 2, ・・ ・・・・, ± MEz(n) 
n=J 

S(E) E=l, 2, ・・・・・・,l

(12) NOEL(i, j) 16 I 3 

各領域における核団の設。 (i,j)領械におけ

る入力さるべき核利の数。 (1,1), (1, 2), ・ ・ ・. 

(1,4), (2,1),・・・, (2,4),・・・(4,4)の順。

(13) NEK(i,j) 16 I 3 

芥飢域における物買の区別。 (1,1) = 1, (1, 

2)=2, ・・・, (1, 4)=4, (2, 1)=5, ・・・, (2, 4) 

=8, (3,1)=9,・・・, (3,4)=12, (4,1)=13, 

・・・・，（4,4)=16のように什似域に番号を付

ける。例えば (1,3)と (2,1)頒域の物質が

(1,2)領J戊の物質と同一物買であれば (1,

3)および (2,1)に3および 5を入力する代

りに（1,2)=2を入力すれば， 『i複して核の

インプットデータを読み込む必製はない。

(i,j) 領械に物買が存在しない場合はブラン

クにする。

3.2.2核データインプット

(1) 物買名 8文字以内

(238) 

(2) 核の記り 8文丁以内

(3) fl E 10. 3 

p=l!M 検の胄げの逆数

(4) n(r, z) E 10.3 

核の原了密度 (x1024/cmり

(5)(Js(EJ) 8 E 10. 3 

各エネルギメッシュ (j=l,2, ・・・・・・,l) 

に対する弾冒散乱の微祝的断・I『ii［八（バーン）

水素原子以外の核の場合は以下に続く。

(6) Lfu15 /3 

弾性散乱角度分布閃数をルジャンドル展開し

た11りの最大項放

LI, 2l+ 1 
f(E,/！)=こ -J1(E)R(I[）

l=。4T

において L=LL+l

(7) /1(E1) 8 E 10. 3 

各エネルギ紆に l--1,2,．．．， L T1人）Jする。

j=l,2,・・・,J 

(8) INELA 

INELA~ { : 

I 3 

」「弾性散乱インプットデー

タ入力

非弾刊散乱インプットデー

夕無し

INELA=lの場合以下のインプットデークが心要

となる。

(9) JIN ~20 I 3 

非弾甘散乱視象を］IN番目のエネルギメッ

シュまで名）占する。

(10) ]B乙20 I 3 

非弾性散乱減泊閃数を核の励足エネルギ惰位

にしたがって連続閃紋応似と贋散スベクトル

．）こ示する以介の塙昇のエネ｝レギメッシュ。］B

吝日までのエネルギは連続1兄数で紅似でき

る(EE)  l gこe（三ク、）［：］（□；`E/：1:：/1．し団／

(11) JAMぶ50 13 

JAM吝目のエネルギメッシュまで非弾性散

乱の，li位をすすめる。

¥12)(Jin(E1) 8 E 10. 3 

非弾什散乱の微祝的断面f立（バーン）。 倍工

ネルギメッシュ j=l,2,…]INに対して人）J



する。

(13) Ge(/,, j) 8 E 10. 3 

g(＇ (E/，·,E) が j~l,2,·--, JAMに対して次

のように入）jされる。

Ce(l, 1) 

Gr(l, 2), G,,(2, 2) 

........................ 

じ（1,j)，し(2,J),・・・, G('(JB,j) 

G,:(1,]AM), Gc(2,]AM), ・・・, Gc(]B,JAM) 

]B==]INの均介は以上のデータまで人）」すればよ

いが JIN>JBの場介麿11散スベクトルのデークを以

ドのように作る。

(14) ））rn(1 «(: ~8 I 3 

核の励い州位を腐li散スベクト）レ散いした場し分

のエネルギレベルの数

(15) E0 レ＝1,2, ・・・).irna.. r 8 E 10. 3 

レ番l」の核のJ))）J起エネルギ叫．位 (MeV).

(161 a,(Ej) 8 E 10. 3 

；’千エネルギメ・ノシュに対し レ 1, 2，・・・レ，11a:,.

j -,JB,]B+l, ・・・,JIN 

なお枝デークインブットの作製について注．，立する』、し

は， 11，ll四が〗いなった物 9[＇［から成る笈詞il戌の Ii !， l}』の」蒻介

沢なった物＇員の政だけ上述の核デークインプットの (1)

物買名から緑り以す［阪がある。物］］が 2柾且ll‘）、上の

核から札む成されてしヽる見介は上述の核デークインプッ

トの(2)核の心妙から紋り以し構成核1州の数だけインプ

ットデークを作る心炭がある。また核が水ぷのJ1}凸は

核のインブットデークは(5)汎叶生散乱l扉(JIl：直までで認り

にしてよく，水ふ以外の核では(5)以ドに続くが非罰甘．

散且デークのないJ凸介は (8)INELAを 0とおき以 1,・

のインプットデークは省く。 (8)の JNELA-'1の場含

でも核の励起エネルギ州位に1月係する！｝lit散スベクト）レ

のデータのない畠合あるいは JIN=]Bの場介＼l4)以 1,・

のデークは省いてよい。

3. 2. 3,,!鯰紺責しのI-＿1j臼＇：の詞限に閃するインフット

9J1位紅ぶとして本コードは叶l[l:j’•角良東富良 (j）(r,

z, Q((J）， r),E) を各エネルギメッシュ単位で1]斤し，

さらに中ヤl.」東密度仇(r,z,E) を各エネルギメッシ

ュ単位で「l]字する。角良束困度は 5次）じ文政であるか

らこれらの仝てのメッシュに対してi(J州を印字すること

は人変である。したがって次に述べるインブットデー

クにより 1]J'j9：したい (r,z)に閃するメッシュに対し

てだけ角良東密良を1]］『するようにした。
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rメッシュに校］して MRK佃］の rメッシュ

について (/)(r,z, Q(m, F), E)を出力する。

空Iド］メッシュ数 (50x24)の場介は最大 50ま

で，（24x50)の楊合は最大 24までである。

(2) MzK I 3 

zメッシュに閃して MzK伽］の Z メッシュ

について (/)(r,z,9((9)，g1)，E) を出力する。

9,9ド1i1]メッシュ放 (50ス24)の場合は最大 24

まで， （24X50) の崖介は最大 50までであ

る。

(3) KR(n) 

l
l
l
‘
ー

．

．

 

．

．

 

• 
．

．

 

．

．

 

• 

`

‘

ヽ

．

、

．

．

 

ヽ

．

．

 

一
~
一
~

．
 

カ

・

カ

201 3 

n=l, 2, ・・・, MRK。(/)（r,z, Q(w, <p), E)の出

｝）で rメッシュに［して， KR.(l), KR(2), 

・・, KR(MRK) のメッシュにおける角塵東

密度が印字される。

(4) Kz(n) 20 I 3 

n=l, 2,..., MzK。(/）(r,z, [}(（り， cp),E) の出

カで Z メッシュに杖lして， Kz(l), Kz(2)・・・

, Kz(MzK)のメッシュにおける角度束衛

良が1]」字される。

なお中『l:［東竹渡の。(r,z,E)の出力に関しては r

メッシュについて KR(l),KR(2),......, KR(MRK) 

のメッシュ、し［しでの，また Z メッシュについては全ての

メッシュ、「！、しでの(!>。(r,z,E)が各エネルギメッシュ1]に

ll]' 」•,＾＇される。

3.3インプットテータ作製と例

カード 1 (ll I闊凶芦称

カード 2 (2).E、;,n11" (3) Ji (4) J (5) I 

(i), i~l,2, ・・,4 

カード J り (6) MER(n), n二 1,2,, 4 

カード 4 (7) RR(n), nccd, 2,..., 4 

カード 5 (8) 111.Ez(n), n = 1, 2,, 4 

カード 6 (9) zz(n),n=l,2,・,4 

カート 7} 
(10) Lt(i,j,l) J=l, ・・,4, i=l,2 

カード 8 'f.1(i,j,l) j~d,,4, i~,3,4 

2ス］枚

カード 7+2]
...．．．．．．．．．．.．.．．} (11)S(r)，rー1,2, ・ • ・, i MER(n) 

n=I 

4 

S(z), z= 1, 2, ・・・， 凶MEz(n) 
n=I 

S(E), E--d, 2, ・・ ・,J 

(1) MRK 13 

カード (12) NOEL(i,j),j二 1,・・・, 4,し 1,..'

4 
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カード (13) NEK(i,j), j=l,..., 4, i =1, ・・・, 4 

以上がパラメークインプットデータであり，以下に

核データインプットが続く。

カード 1 (1)物質名

カード 2 (2)核の記号

カード 3 (3) p, (4) n(r, z) 

~-~-~~.... ~.} (5) as(Ej), j=l,...,] 

B.SH-11 
I.208E 01 2.OOOE-01 2 2 2 
10 11 
2.040E 01 2.040E 01 
14 33 
:2.600E 01 6.400E 01 
I.023E-O I I.019E-OI 

I.Q;9E-OI I.052E-01 

カード

カート ｝ 
(6) L 

(7) /1(Eふ l=l,2,…,L, 

j=l,2,...,1 

カード (8) INELA 

カード (9) JIN, (10) JB, (lll JAM 

カード

~.~.. ~~······} (12) ain(Ej), j=l, 2, ・・・,l 

l.019E-Ol l.019E-01 

I.052E-01 I.05?E-01 

I.OOOE 00 I.OOOE 00 I.OOOE 00 I.OOOE 00 I.OOOE 00 I.OOOE()0 I.OOOE 00 I.OOOE 00 
I.OOOE 00 I.OOOE 00 

I.400E 06 I.390E 06 I.380E 06 I.350E 06 I.320E 06 I. 300E 06 I.?50E 06 I. I 90E C6 
I.130E 06 I.050E 06 I.OOOE 00 9.500E 05 9.SOOE 05 I.IOOE 06 

2.OOOE-04 I.OOOE-03 
3 2 0 0 2 2 
I 2 O O 2 2 

h20+AL 
}i 

I.OOOE 00 3.':-WOE-02 
7．を54E-OI 9.498E-OI 
c 
6.250E-02 I.~•50E-02 
7.455E-OI 7.069E-OI 
e 
I.OOOE 00 5. I I 8E-01 3.555E-OI 2.770E-0 I 2. 449E-01 I. 69つE-01 I.042E-01 3.683E-02 
I.658E-02 
I.OOOE 00 2.407E-OI 2.237E-01 I.815E-01 1.731E-OI 6.740E-0つ5.?41E-027.260£-03 
I.590E-03 

AL 
3.706E-02 2.498E-02 
7.31 OE-01 8.683E-OI 
10 
I.OOOE 00 6.258E-OI 4.417E-OI 3.ISIE-01 3.429E-01 2.632E-01 I.546E-01 7.183£-02 
I.806E-02 6. IOOE-03 
I.OOOE 00 4.242E-OI 3.915E-OI 2.889£-01 2.763E-01 1.873£-01 I. 182£-01 3.910E-02 
2.247 E-02 4.61 OE-03 

閤ATER
H 

し•,

I.OOOE 00 6.690E-02 
7.954E-01 S.498E-01 

6.250E-02 3.345E-02 
7.455E-01 7.06S」~-01

（ 

1:ooOE 00 5.I ISE-01 3.555E-01 2.770£-01 2.449i-01 I.69?E-01 1.042£-01 3.683£-02 
I.658E-02 
I.OOOE 00 2.407£-01 2.237E-OI I.815E-01 1.731£-01 6.740E-Oつ 5.'-?41E-02 7.260E-03 
I.5::.・0E-03 

8 13 
I 2 4 6 10 13 16 21 
I 3 6 10 14 15 20 25 30 35 40 45 47 

図ー 5 インプットデータ竹製侶
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(13) Gc(l, 1) 

Gc(l, 2), Gc(2, 2) 

Gr(l,]AM), ・・・, Gc(JB,]AM) 

(I 4)レma.‘l'

(15) Ev, i.,ニ 1,2, ・・・・・・,レm（い；

(16) alEJ u)，レ＝＝1,2, ・ ・ ・,))ma:r 

a/E.1n+1), レ=1,2,・・・,レm（LJ; 

a,(EJ IN),)J == 1, 2, ・ ・ ・, 1,1.,,,a,:,: 

以上の核データインプットは多頒域沢物i]の場介お

よび多種類の核より成る物員の陽合＾りにより繰り逗さ

れる。最後に，i噂糾集薗」'.'.[IJij阪のインフットデークが

作られる。

カード 1 (1) MRK, (2) MzK 

ヵ・ •三．． l9、:．．．．~.} (3) KR(n), n~1, 2,..., MRK 

カード l f (4) Kz(n), n d, 2,..., MzK ........... .. 

I叉]~5 にインプットデーク作成の 1 例をぷす。第 1

i ［はい］凶名称をぷし，第 21［は E砂',.,H, ], /(1), /(2) 

をこの場合は Ema:,:""'12.OSM 1'v, h = 0. 2, 2エネルギ

グループ， 2+2=4頒lj罰l兄且である。第 3行は r方1介］

第 1領域が10メッシュ，第 2領域が11メッシュである

ことをぷす。ここで本コードのインプットデーク作成

に関する注ぷすべき、［ドを記しておく（う本，寸鰐コードは

1リ柱）旦状の Z州Il上すなわち r=Oに対する諒東的霞の

III・りをしないように作られていなしたがって第 1r 

メッシュは r=Oではない。 なお r,z仙J万[11月メッシ

ュについて白側塩界では 2ケのメッシュがりえられ

る。これらのことは図―-6, 7に図ぷされているり第

囚— .-6 r -）j|［リメッシ ;l.の］しめ）j

la.. z 

I 2 3 45 6 7 8 ~/0 II 1.2 

図ー 7 Z -）j|hlメッシュの土め）j

4行は r方向の第 1'第 2領域のげさでこの場合両領

城とも 20.4cmの厚さである。第 5行は Z 方向の第

1,第 2頒J成が各々 14メッシュ， 33メッシッである

ことをぷし，第 6打はその各々の領域の）I出さが 26.0

cm, 64.0cmであることを示す。第 7行は (1,1)頒

域における第 1エネルギグ）レープの仝巨祝的断而砧が

0. 1023 cm-1, (1, 2)鉗il成が 0.1019 cm-1, (1, 3)韻

域，（1,4)領域はブランクでこれはともに 0,(2, 1), 

(2,2)似i域力；ともに 0.1019cm―1, (2, 3), (2, 4)頒

域は 0であることをぷし，次いで第 8打は (3,1), 

(3,2),......, (4,4)頒域における断面砧が仝て 0で

あることを小してプランクのカードである。第 9行は

第 2エネルギグ）レープの全11̂1]』I『J断川jいしの（1,1), 

(1, 2),......, (2, 4)｛れ以での値を小し，砂くのブラン

クは (3,1),......, (4,4)偵1戌での伯が 0であること

を小す。第 11臼， 12い， 13けは緑諒のうちの S(r)

で rに1見する第 lrメッシュから第 10rメッシュま

で 1.0の1直が人）jされ第 11rメッシュから第 21rメ

ッシュまでは 0である。次の第14汀からブランクカー

ドを食む第 19打までの 6i［は S(z)の位で zにI対す

る第 lzメッュから第 14zメッシュまでは1直を梼ち，

弟 15zメッシュから第 47zメッシュまでは 0であ

る。第 201」は S(E)の値で第 1エネルギグループで

r は 2.ox 10-4の値を次のグ）レープでは 1.0ハ10-3の伍

を翡つことを小す。この例の間山は (1,1) 頒以が炉

心であり，炉心のまわりの他の 3仙域は遮蔽体であ

る。鉛21i]は各頒域における人）」されるべき元本の政

をぷしており (1,1)詞’iJj人は 3種類の叫ぷより）人り，

(1,2), (2,1), (2,2)領域は 2秤知の元ぷより札＼成さ

れていることをぷす。第 22行は各似且次が同一の物買

より成るかどうかの区別をぷしており，（1,1)飢以以

(241) 



46 

外の 3領域は皆 (1,2)領域と同じ物質であることを示 示す。第 36行にアルミの記号が，第 37行はアルミの

している。以上がパラメータインプットであり，次に pおよび原子密度を，第 38行はアルミの弾性散乱断

核データが続いて入力される。 (1,1)領域の物買は水 而砧を，第 39行は L=lOを，第 40～第 43は）レジャ

とアルミより構成される炉心（ウラニウムは水やア）レ ンド）レ展閲係数を示す。第 44けのブランクは INEL

ミに比べて桁迩いに少ないので本間題の場合省略し ＝0をぷす。次に (1,2)領域の物質である）jくに閃する

た）故第 23行は H20+ALであり，この領域の最初 インプットデータが続き，この説明は上述の均介とり

の元索を水索としたので第 24行は H を第 25行は水 様であるので省略する。最後の 3行は叶位鮎呆印'j'：の

索の pの値とJ以子密度を第 26行は第 1, 第 2エネル 字数;[;I」1般のためのインプットデークである。

ギメッシュにおける水索の微祝的弾性散乱断面積（バ 非弾性散乱のインプットデータ例を図ー 8はぷす。

ーン単位）を示す。第 27行は次の元素である酸素を， 第 1打が JIN=8,JB=5, JAM=8 であることをぷ

第 28行は酸索の pおよび原子也渡を，第 29行は酸 し，第 2りは微祝［．i<」』弾性散乱断面砧を，第 3i」から

素の微祝的弾性散乱断面砧を， 第 30行は｝レジャンド 第 10行までが減速関数を連続関数で近似した時のエ

ル）此間の最大項数を，第 31行，第 32行は第 1エネル ネルギ減述確率を示し，第 11行は離散スペクトル頒

ギメッシュにおける酸素のルジャンドル展開係数を， 域の核の励起尊位の数を，第 12打がその励起エネル

第 33,34行は第 2エネルギメッシュにおける展l}廿係 ギを示し，第 13行から第 16行までは雌散スペクトル

数を示している。第 35行のブランクカードは酸索の 表示のエネルギ誡辿の確率を示す。

非弾性散乱のデータを入力しないとして INEL=Oを 3.4；計算結果例

8 5 8 
I.310E 00 I.340E 00 1.370E 00 1.390E 00 1.360E 00 I.300E 00 I.?!OE 00 I.070E 00 
o.o 
6.144£-03 o.o 
I.002E-02 2.247E-02 0.0 
ふ I23E-02 I.8改 E-027. I 84E-02 0. 0 
6.735E-02 4.772£-02 5.905E-02. I.808E-01 0.0 
l.134E-OI ~1.709E-02 7.168E-CJ2 l.536E-01 3.507E-01 
I.74S:・E-OI 1.580£-01 1.332£-01 1.?96E-01 ?.957E-OI 
2.274E-01 2.200£-01 2.024E-OI I.547E-OI ?.479E-OI 
6 

0.845£ 00 2．区OEGO 2.660E 00 2.050E 00 3.0IOE 00 3.380E 00 
4.025£-01 I.788E-CI 6.7CJ7E-02 I.896E-OI 6.?61 E-02 9.838E-0? 
3．ピ78£-01 2.07~ E-01 I.7翌 E-01 I.290E-01 ?.867£-0? 5.734E-0? 
4.795E-OI I.828E-OI 2.250£-01 9.842E-O? I.406E-02 0.0 
8.302£-01 6.478E-02 I.049E-OI O.O 0.0 0.0 

図ー 8 」Iサ肌刊散乱インプットデーク竹製例
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TOTAL FLUXES OF NEUTRONS 

••R-~c~H = 3 

F-0 • n.278E 04 0.277E 04 0.274E 04 0.269E 04 0.2631: O今 0.256E 04 0.246E 04 0.235E 04 0.222E 04 0.207E o今 0.1911: 04 0.1721: 04 

r-o a 0.148E 04 O.IIIE 04 O.lllE 04 0.690E 03 0.449E 03 0.305E 03 0.216E 03 0.156E 03 0.115E 03 0.843E 02 0.637E 02 u.479ヒ02

F-0 a 0.158E 02 0.268[ 02 0.203E 02 0.158E 02 0.124E 02 0.971E 01 0.765E 01 0.602E 01 0.475E 01 0.374E 01 0.294E 01 0.23lE Ol 

F-0 a O. !Rlf 01 0.142E 01 O.lllE 01 0.863E 00 0.671E 00 0.521E 00 0.404E 00 0.312E 00 0.2今lE 00 0.1851: 00 0.142E 00 

図ー 9 壮符結呆印字例
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図ー9に叶算結果の印［例の一部を示す。中性子角

度束密度および中性子束密度がエネルギに対してまと

められて印'i'：される。この例ではエネルギ＝12.lMeV 

に対する角度束密度およびIht’-1:-［東密度が空間メッシ

ュについて印字されている。角度束密度についてはま

ず半径方向メッシュが印字され，この半径方向メッシ’

ュに対する Z方向メッシュが印字され，この (r,z)空間

メッシュに対する角度束密度が角度方向メッシュ Qll,

Q12, Q21,..., Q24, [}31,..., Q36, [)41,..., [)46, Q51,..., [)54, 

[)61, !,如の合，11・24メッシュについて1訂9ドされている c

中性子束密度については半径方向メッシュが印字さ

れ， この半径方向メッシュに対する仝ての方向メッシ

ュに対して Z=l,2,．．．．．．の順に印‘ドされている。

47 

4. その他

木壮卵コードの忙度は，廿仰コードの）占になっている

解析方法1) の粕良に関係しているのでここに簡単に虚

ずることはできない。他の恨位で直ずるつもりであ

る。

本コードは，；1・符機ヽンステムのコアの容泣により厳し

い訓限を又けているが，符米壮予＇ r［機のコアの容鼠が増

せばその時，点で現在の間1具を緩和する予定である。

最後に原J'•力船闘り『岡宅長の御指導と激励を感謝致

します。

参考文献

1) 竹内 i`胄；船研最告として｝）」出いじ
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PALLAS FLOW CHART 

MAIN No. I 

Subroutine 

Misima ~A 
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Subroutine Tokyo No. 2 
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Subroutine Atami No. 2 
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Subroutine Misima No. 2 

Subroutine Nagoya (J) No. 1 

GJ(rm.Z.,9m)＝G,9(r..，z.,9m) 
+ W(p',P, e)ゆ，T-Mx(r,.，z",9P'¢)
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＝｛図l>Km心
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Subroutine Nagoya (J) No. Z 

Subroutine Nagoya 0) No. 3 

(248) 
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~ W(p',P, e)¥lfJ,,_.,K(Ym,Zn,[Jが')

十＂の．1-V E(rm.Zn, 9P'q9)1 

(m, n) E (n11, n,,) region 



Subroutine Kyoto 
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